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障がい者が地域で暮らせる社会に

国民健康保険広域化････････ 2

第 7 期介護保険料見直し････ 4    

まちの話題･･･････････････   5 

インフォメーション ･･･････  8 

ダリンの徒然日記･･････････11

保健師だより ･････････････ 12

図書室だより ･････････････ 13

報告とお詫び ･････････････ 14

戸籍だより・編集後記など ･ 16



2

北北海道もも国民健康保険制度を担うことになりました 

平成 30 年 4 月から 

国国民健康保険制度が変わります

 

 

 

国国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成３０年４月から 中頓別町だけでなく  

北海道 

運営方針の策定 

（（道内内の統一的方針） 

北海道が市町村ごとに決

定した国保事業費納付金

を中中頓別町が納付 

市町村
 

中頓別

町町
 

市町村

 

北海道とと中頓別町のの役割分担 

保険給付に必要な費用を、

全額、各市町村に支払う

（交付金の交付）
 

保保

27.0兆円
33.1兆円

42.3兆円

1995年 2005年 2015年

1.3 倍
【  国民医療費  10 年年ごとの推移 】】 

 

平成３０年度から、都道府県も国民健康保険の保険

者となります。（資格や保険料の賦課・徴収等の身近

な窓口は、引き続き中頓別町です。）  

平成３０年度以降の一斉更新から、新しい被保険者

証等には、居住地の都道府県名が表記されるように

なります。 

見直しによる主な変更点 

見直しの柱 

 

 

  〈見直しの背景〉 

国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組ですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」

「所得水準が低く保険料の負担が重い」「財政運営が不安定になるリスクの高い小規模保険者が多く、財政

赤字の保険者も多く存在する」という構造的な課題を抱えていました。 

 

北海道の主な役割  中頓別町の主な役割  

・ 財財政運営の責任主体 ・  国保事業費納付金を北海道に納付  

・  国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、  
  広域化を推進 

・  資格を管理（被保険者証などなどの発行）  

・  市町村ごとの標準保険税率を算定・公表  ・ 標準保険税率などを参考に保険税率を決定 
・・ 保保険税の賦課・徴収  

・  保保険給付費等交付金の市町村への支払い  ・  保険給付の決定、支給  

この 10 年で、 

70 歳以上の高齢者数は         に、 

国民医療費は         になりました。 

団塊世代が全員 75 歳以上になる 2025 年には、 

国民医療費の総額は                 

にもなる見込みです。 

 

に １..３ 倍倍  

に １..３ 倍倍  

 ６１.８８ 兆円 

   国の責任として約 3,400 億円の追加的な財政支援 

 （公費拡充）を行います。  

都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険者 

となり、それぞれの役割を担います。 



国国民民健健康康保保険険制制度度のの見見直直ししによよるる効効果果 

北北海道内内ででのの保保険険料料(税税)負負担担のの公公平平なな支ええ合合いい 

● 北北海道内内でで保保険険料料((税税))負負担担をを公公平平に支支ええ合合ううたためめ、、北北海道が市市町町村村ごごととのの医医療療費費水水準準やや

所所得得水水準準にに応応じじたた国国保保事事業費費納納付付金金((保保険料料((税税))負負担担))のの額額を決決定定しし、保保険険給給付付にに必必要要なな費費

用用をを全全額額、、保保険険給給付付費等等交交付付金金ととししてて市市町町村村にに対対ししてて支支払払いいまますす。ここれれにによよりり、、市市町町村村のの財財政政

はは従来と比べて大きく安定します。 

● 北海道は市市町村ごととの標標準保保険料(税税)率率を提提示  (  標準準的なな住民民負担担の見見えるる化 )) しし市 町

村間間で比比較でできるるよううにななりまます。。 

効果① 

保険税の賦課・徴収 

国民民健康保険険は、、国民民皆保保険のの最後のの砦です。  

持続可可能な社社会保保障制制度のの確立立 を図るため、 

平成成 30  年年度かからのの制度度見直直しににご理解、ご協力をお願いいたします。 

● 中頓別町ではこれまで個別に給付費を推計し、保険税負担額を決定してきましたが、

今後は北北海道に納納付金金を納納めるるためめ、北北海道の示示す標標準保保険料((税))率等等を参参考に、、それぞ

れのの保険税算算定方方式やや予定定収納納率にに基づづき、、それれぞれれの保険税率率を定定め、、保険税税を賦賦課・ 徴

収ししますす 。 

新ししい財財政運運営のの仕組みみ 

国民民健康保保険の窓口口は、平平成 30 年年 4 月月以降降も引きき続きき中頓別町役場保健福

祉祉課ですす。  
 問問合せ先 中中頓別町役場 保保健福祉課 保保健福祉グループ  
 電電話：01634-6-1995 FAX：01634-6-2110 
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サービスの拡充と保険者機能の強化 

● 都道府県は安定定的なな財政運運営やや効率的的な事事業運営営の確確保ののためめ、市町村とのの協議に基基づきき    

都都道府府県内内の統統一的的な運営営方針針とししてのの国民民健康保険険運営営方針針を定め、、市町町村がが担う事務務

の効率化、標準化、広域化を推進していきます。 

● 広域化にによりり、平平成330 年度度からら同一一都道道府県内内で他他の市市町村村に引引っ越しした場場合でもも、引引っ越しし前とと

同じじ世帯帯であるることとが認認めらられるるとききは高額額療養養費のの上限限額支支払いい回数数のカカウンントがが通算され 、  

経済的な負担が軽減されます。 

● 今後、市町町村はよりり積極極的に被被保険者者の予予防・・健康づくくりをを進めるるためめに様様々な働ききかけけを行行い、

地域域づくくり・・まちづくくりのの担いい手ととしてて、関関係者者と連連携・・協力力したた取組組を進めめますす。 

効果果② 
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介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
治
療
や
介
護
な
ど

に
か
か
る
費
用
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
保
険
制
度
の
こ
と
で
、
市

区
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営

を
行
い
、
40
歳
以
上
の
方
が
保
険

の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
2
0
0
1
年
10
月

の
保
険
料
徴
収
開
始
か
ら
3
年
毎

に
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

平
成
30
年
で
通
算
7
回
目
の
見
直

し
と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
見
直
し
が
必
要
な
の
か

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
居

宅
系
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
係

る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
住
宅
改
修

や
福
祉
用
具
の
購
入
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
負
担
す
る
金

額
を
軽
減
す
る
負
担
限
度
額
な
ど

を
含
め
て
、
保
険
給
付
費
と
言
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
は
、
国(

26
％)

や
道
（
12
・

5
％)

お
よ
び
町(

12
・
5
％
）

そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
と
、
２
号
被
保

険
者
保
険
料(

40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
、
28
％)

と
、
１
号
被
保
険
者

保
険
料(

65
歳
以
上
、
21
％)

の

保
険
料
で
、
介
護
保
険
事
業
を
賄

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

年
々
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
な

ど
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
増
え
る
一
方
、
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
皆
様
方
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
た
保
険
料
だ
け
で
は
、

健
全
な
介
護
保
険
事
業
の
運
営
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
第
１
号
被

保
険
者
保
険
料
を
月
額
5
0
0
円

増
額
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
基
準
月

額
4
5
0
0
円
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
以
降
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

保
険
給
付
費
含
め
、
介
護
保
険
事

業
の
運
営
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

第
１
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
を

増
額
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

居宅系サービス 通所介護（デイサービス）・訪問介護（ヘルパー）・訪問看護 
福祉用具貸与（福祉用具レンタル）・短期入所生活介護（ショートス

テイ）・住宅改修・福祉用具購入費等 
施設サービス 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

介護老人保険施設・介護療養型医療施設 
 

中頓別町民のみなさんが利用している介護保険サービス内容

　

自
宅
で
可
能
な
限
り
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
更
な
る
環
境
整
備

が
急
務
で
あ
り
、
か
つ
、
現
在
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
方
々

が
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
の
介
護

保
険
料
で
の
運
営
は
厳
し
い
状
態

で
す
。

　

現
在
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
、
第
７
期
老
人

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
現
在
策
定
中
で
す
。
今
後
、
介

護
保
険
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る

た
め
に
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

介
護
保
険
ば
か
り
に
依
存
し
な
い

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
は
も
と

よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
の

算
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
状
の
試

算
で
は
、
現
行
の
基
準
月
額
4
5
0
0

円
で
は
、
運
営
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
人
口
推

計
や
保
険
給
付
費
な

ど
を
慎
重
に
精
査
し
、

町
民
の
皆
様
に
、
で

き
る
だ
け
早
い
段
階

で
、
今
後
の
中
頓
別

町
介
護
保
険
事
業
を

運
営
し
て
い
く
う
え

で
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
今
後
の
考
え
方

に
つ
い
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
平
成
30
年
度
以

降
の
、
第
１
号
被
保

険
者
基
準
月
額
保
険

料
の
考
え
方
を
示
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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7
月
13
日
、
中
頓
別
駐
在
所
向

か
い
の
国
道
沿
い
で
こ
ぐ
ま
ク
ラ

ブ
の
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
園
児
た
ち
は
一
列

に
並
び
、
通
る
車
一
台
一
台
に
チ

ラ
シ
な
ど
の
啓
発
品
を
手
渡
し
、

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
列
の
前
を
車
が
通
過
す
る

際
、
園
児
全
員
で
「
安
全
運
転
お

願
い
し
ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で

呼
び
か
け
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
通
り
か
か
る
ド
ラ
イ
バ
ー

も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
声
で
呼
び
か
け
る

 

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
街
頭
啓
発

鍛
錬
の
成
果
を
試
す

 

神
社
祭
剣
道
⼤
会

　

7
月
20
日
、
柔
剣
道
場
で
剣
道
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
が
参
加
し
、
激
し
い
打

ち
合
い
で
火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
他
に
、
大
人
も
混
じ
っ
た

奉
納
試
合
や
竹
刀
を
使
っ
て
の
風
船

割
り
な
ど
も
あ
り
、
真
剣
勝
負
で
の

興
奮
も
あ
り
、
時
に
笑
い
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

電
気
保
安
協
会

 

災
害
時
協
⼒
協
定

　

7
月
20
日
、
役
場
会
議
室
で
電
気

保
安
協
会
と
の
災
害
時
協
力
協
定
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
町
か
ら

の
要
請
に
よ
り
職
員
を
派
遣
し
、
避

難
所
や
町
内
優
先
箇
所
の
電
気
設
備

な
ど
の
応
急
復
旧
に
お
け
る
保
安
確

保
を
目
的
と
し
た
工
事
の
管
理
、
監

督
、
指
導
や
検
査
な
ど
必
要
な
協
力

を
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

お
い
し
く
た
の
し
く

 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ッ
チ
ン

　

7
月
27
日
、
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
A
L
T
の
ダ
リ
ン
先
生
に
よ
る
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ッ
チ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
と
ミ

ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
お
菓
子
は
み
ん
な
で

仲
良
く
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き

上
が
り
を
待
つ
時
間
に
は
ダ
リ
ン
先

生
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
も
行
わ

れ
親
子
で
楽
し
め
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
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7
月
22
・
23
日
に
、
中
頓
別
神

社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
に
は
、
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
小
学
生
が
楽
器
を
演
奏

し
つ
つ
町
内
を
行
進
。
子
ど
も
た

ち
を
見
よ
う
と
駆
け
つ
け
た
保
護

者
や
町
民
を
目
と
耳
で
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

翌
23
日
に
は
、
神
輿
渡
御
が
行

わ
れ
、
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
と
か
け

声
を
上
げ
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩

お
み
こ
し
担
い
で
元
気
よ
く

 

中
頓
別
神
社
例
⼤
祭

成
長
を
体
感

 

森
の
こ
ど
も
園

　

7
月
25
日
、
中
頓
別
鍾
乳
洞
で
森

の
こ
ど
も
園
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
協
力
で
行
わ

れ
て
い
る
森
の
こ
ど
も
園
も
今
回
で

3
回
目
。
今
回
は
7
月
に
引
き
続
き

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
の
観
察
と
初
夏
の
昆

虫
採
集
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
咲
い
て
い
る
花
や
色
々
な
昆
虫

に
興
味
津
々
で
中
に
は
ヘ
ビ
の
抜
け

殻
を
発
見
し
た
子
も
い
ま
し
た
。
次

回
は
9
月
に
キ
ノ
コ
探
し
を
行
い
ま

す
。

町
道
補
修
で
社
会
貢
献

 

秋
津
道
路
株
式
会
社
表
彰

　

7
月
31
日
、
役
場
会
議
室
で
、
秋

津
道
路
株
式
会
社
の
社
会
貢
献
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
道
路
整
備
工
事

の
際
、
町
内
に
お
け
る
町
道
補
修
箇

所
を
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
、
7
月
24

日
に
補
修
完
了
を
確
認
し
、
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
小
学
生
は
、
ま
と
い
太

鼓
や
よ
っ
ち
ゃ
れ
、
手
作
り
神
輿
を

披
露
。
沿
道
に
は
多
く
の
見
物
人
が

集
ま
り
、
渡
御
の
一
行
に
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
中
頓
別
町
郷
土
資
料
館

前
の
特
設
会
場
で
は
焼
き
鳥
な
ど
の

出
店
や
お
化
け
屋
敷
実
行
委
員
会
の

出
し
物
が
あ
り
、
2
日
目
に
は
中
学

生
の
よ
さ
こ
い
も
あ
り
、
賑
や
か
な

祭
り
と
な
り
ま
し
た
。



　

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向けた外交交渉の展開を強く要望す

る道民世論の結集が何よりも必要です。皆さまからいただいた署名は、国会法第 79

条の規定により請願書として衆議院および参議院に提出します。

－北方領土返還要求のお願い－

署名にあたってのお願い

 ・署名簿には、住所・氏名を記入

　してください

 ・署名の意志がある方であれば、　

　年齢は制限しておりません

8 月は「北方領土返還要求運動強調月間」です。

一人ひとりの返還に向けた思いを結集し、北方領土の返還を実現しましょう。

択捉島

色丹島

歯舞群島

国後島

　

7
月
8
日
、
専
念
寺
で
中
頓
別

町
聖
徳
太
子
講
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
太
子
講
祭
と
は
室
町

時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
お
祭
り
で
、
大
工
や
左
官

な
ど
の
建
築
関
係
者
が
、
四
天
宝

寺
や
法
隆
寺
建
立
に
携
わ
っ
た
と

さ
れ
る
聖
徳
太
子
を
守
護
神
と
し

て
崇
め
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
頓
別
町
で
も
様
々
な
職
人
が

代
々
こ
の
祭
に
参
加
し
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。　

　

太
子
講
祭
は
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
1
0
0
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
担
い
手

不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
今
年
の
開
催
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
太
子
講
祭
に
は
、
た
く

さ
ん
の
町
民
が
集
ま
り
、
ま
だ
空

が
明
る
い
う
ち
か
ら
広
場
の
ご
ざ

ひ
と
つ
の
歴
史
に
幕

 

中
頓
別
聖
徳
太
⼦
講
祭

は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

辺
り
が
夕
闇
に
包
ま
れ
る
頃
、
食

べ
物
の
屋
台
や
射
的
な
ど
の
出
店
に

活
気
が
あ
ふ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
ラ

イ
ブ
や
も
ち
ま
き
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
り
上
が
り
、
賑
や

か
な
声
が
収
ま
ら
な
い
中
、
惜
し
ま

れ
つ
つ
も
1
0
0
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
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国民年金保険料の免除・追納制度について

□保険料を納めるのが困難なとき (保険料免除制度 )

　　所得が少ないなどの理由で保険料を納めることが困難な場合は、役場窓口で保険料免除　

　などの申請を行ってください。

　　年金事務所で前年所得などを審査して承認された場合は、保険料の全額または一部が免除

　されます。

免除制度の種類 保険料額 老齢基礎年金の額

全額免除

4分の1納付(4分の3免除)

半額納付 ( 半額免除 )

4分の3納付(4分の1免除)

0 円

4,120 円

8,250 円

12,370 円

8 分の 4

8 分の 5

8 分の 6

8 分の 7

納付猶予 0円 0

学生納付特例制度 0円 0
□ご注意ください

　(1) 4 分の 1納付、半額納付および 4分の 3納付は、一部保険料を納めなかった場合、一

　　  部免除が無効となり未納と同じになるため、将来の老齢基礎年金の計算に含まれない　

　　  だけでなく、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合があります

ので　　　ご注意ください。

　(2) 納付猶予制度は 50 歳未満の方が利用できます。

　(3) 学生納付特例制度は学生の方がご利用できます。一部の学校を除き外国の教育機関など

　　  の日本校は対象となりません。また、短期の就学は対象となりません。

　保険料の免除制度の

種類、納付いただく保

険料および保険料を全

額納付いただいた場合

と比較した免除などの

期間にかかる老齢基礎

年金の額は右のとおり

です。

□保険料の追納

　　全額免除や一部納付などが承認された期間については、10 年以内に保険料を納付すること

　(追納 )もできます。追納した場合、将来の老齢基礎年金の計算は、保険料を全額納付した

　場合と同じです。

　　ただし、免除などが承認された期間が属する年度の翌年度から起算して、3年度目以降に

　追納される場合は、当時の保険料に一定の加算金がつきます。

□国民年金から支給される年金給付

　(1) 老齢基礎年金　国民年金の保険料を 25 年以上納めたなどの条件を満たした方に、原則 65

　　　　　　　　　 歳から支給されます。

　(2) 障害基礎年金　国民年金の加入中に初診日のある病気やケガにより、　障害等級 1 級また  

　　　　　　　　　　は2級に該当する障害の状態にある場合は、障害基礎年金が支給されます。

　(3) 遺族基礎年金　国民年金に加入中の方が亡くなった場合は、その方に生計を維持されて

　　　　　　　　　　いた遺族 (子のある配偶者または子）に遺族基礎年金が支給されます。

詳しくは稚内年金事務所 (0162－32－8989)

または日本年金機構ホームページをご覧ください。
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9

頓別川⽔系の⽔質調査を実施しました

◆数値の⽬安

◆平成 29年度 パックテスト結果

時間 水温 COD
アンモニウ
ム態窒素
（NH4-N)

亜硝酸態
窒素

（NO2-N)

硝酸態
窒素

（NO3-N)

リン酸態
リン
（PO4-P)

水素
イオン
（ph）

28年度   7月25日 14:21 17.6 6 0.2 0.005 0.2 －

29年度 7月21日 14:55 18.1 3 0.2 0 0.2 7

28年度   7月25日 14:41 19.4 6 0.2 0.2 －

29年度 7月21日 14:25 18.2 3 0.2

0.010

0.2 7

28年度   7月25日 14:57 20.4 4 0.2 0.2 －

29年度 7月21日 15:35 17.7 3 0.2

0.010

0.5 7

28年度   7月25日 15:20 23.1 6 0.2 0.2 －

29年度 7月21日 13:42 18.8 2 0.2 0.005 0.2 7

28年度   7月25日 15:35 23.5 4 0.2 0.3 －

29年度 7月21日 13:53 19.4 2 0.2

0.005

0.5 7

28年度   7月25日 15:52 23.4 4 0.2 0.2 －

29年度 7月21日 14:05 20.8 3 0.2 0.005 0.5 7

白石1号橋(上流域) 28年度   7月25日 13:54 20.6 4 0.2 0.2 －

参考 新開橋上流 29年度 7月21日 13:46 17.4 2 0.2

0.005

0.2 7

28年度   7月25日 13:35 20.6 4 0.2

0

0.2 －

29年度 7月21日 13:27 18.3 2 0.2

0.005

0.5 7

28年度   7月25日 16:20 21.6 4 0.2

0

0.2 －

29年度 7月21日 14:35 18.8 2 0.2

0.005

0.5    0.02以下 7

兵
知
安
川

実 施 日場　　所

4 上駒(上駒橋)

7

8 砂金堀体験場

9 小学校裏(藤頓橋)

5 寿(平賀内川)

6 弥生(弥生河川敷)

1 秋田(上流域)

2 小頓別(昇光橋)

3 豊平入口(共栄橋)

項　　目 内　　容 基準数値

 ＣＯＤ  水中に含まれる有機物の含有量  0～5が望ましい
 アンモニウム態窒素  糞尿や堆肥に含まれる成分  0.2未満はきれい　0.5以上は少し汚れている
 亜硝酸態窒素  アンモニウムが変化したもの  0はきれい　通常は0.02以下

 水素イオン（ph）  酸性・アルカリ性の量  0 酸性　← 7 中性→ 14 アルカリ性

 硝酸態窒素  同上  1未満はきれい　通常は1～2前後
 リン酸態リン  家庭用洗剤などに含まれる成分  0.05未満はきれい　0.05～0.2は少し汚れている

調査結果
　今年度のパックテストの結果は、全体的に昨年と同様か低い数値となっており、中でもＣＯＤ※が昨年より下

がっていて、２～３と基準内の範囲に収まっていました。

　しかし、寿（平賀内川）では亜硝酸態窒素（NO2-N）の値が、寿（平賀内川）、弥生（弥生河川敷）、

砂金堀体験場、小学校裏（藤頓橋）では硝酸態窒素（NO3-N）の値が基準値を少し超えた結果がでました。

亜鉛酸態窒素・硝酸態窒素は主に各種工場排水、肥料、し尿、下水などの混入によるアンモニア性窒素の

変性過程で生ずるもので、今回数値が高く表れたのは連日続いていた雨により生物の糞尿や肥料の成分など

が地面に染み込み地下水を経由して川に流れる「農山村地域の特性」が要因と考えられます。

　全体としてみると頓別川は汚染されている訳ではなく数値は概ね基準内となっており水質には、大きな問題

は見られませんでした。

　※ COD とは代表的な水質の指標のひとつで、水中に含まれる有機物の量を測定します。
     この数値が大きいほど水が汚れている可能性があります。

　町環境基本計画行動で定める環境保全活動の一環として平成 25年度から頓別川水系の水
質調査 ( パックテスト ) を実施しており、今年は 7月 21 日 ( 金 ) に頓別川および兵知安川の
9地点で河川水を採取し調査しました。

0.005

0.005

0.005

0.1

0.005

0

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

   0.02以下 

頓
別
川
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農業委員会法改正後の

　新たな農業委員さんを紹介します

　農業委員の任期満了に伴う農業委員会総会が平成２９年７月２０日に開催され、互選によって会

長及び職務代理者が決定しました。

　法改正によって公選制が廃止され、議会の同意を得て町長が任命する方式に変わりました。

　任期は、平成３２年７月１９日までの３年間です。

　法改正により、農地利用の最適化（①遊休農地発生防止、②担い手への農地利用の集積・集約化、

③新規参入の促進）に関する業務が農業委員会の必須事務となりました。

会長　栗林　松三 (字上頓別 )

職務代理者

石黒　和浩（字上駒）

委員

藤田　健一（字松音知）

委員

西　一彦（字豊泉）

委員

寺島　伸征（字秋田）

委員

石井　進（字豊平）

委員

石橋  美代子（字豊泉）



ダリンさんの徒然日記

file.28

Aloha Nakatombetsu! 

Four years ago, I came to Nakatombetsu without knowing a single thing about the 

town. I googled “Nakatombetsu” and the only thing I could find was a street 

view photo of the post office. I thought to myself, “Well, I lived in the 

middle of a forest in Akita, so having a post office nearby couldn't be so bad, 

living in an unknown countryside.” I was so worried. But, after arriving at my 

Himawari Danchi apartment, I was relieved to know Nakatombetsu is a wonderful 

community. 

Now, Nakatombetsu has received a new ALT, Ms. Jillian. Have you seen her around 

town yet? Maybe you have met her at the Summer Festival? Just like me 4 years 

ago, Ms. Jillian was a little worried, but so excited to come to Nakatombetsu. 

I’m sure there are many things you want to know about Ms. Jillian, as Ms. 

Jillian wants to know about Nakatombetsu and Hokkaido!

If you are curious and want to practice your English skills, please feel free 

to join our Eikaiwa sessions this month, on Friday, August 25 at the Chomin 

Center at 11:00, and Tuesday, August 29 at the Yakuba at 19:30!

アロハ、中頓別の皆さん！

　4年前、僕はあることを知らずに中頓別に来ました。僕が「中頓別」をグーグルで検

索して見つけることができたのは、郵便局のストリートビューの写真だけでした。 僕は、

自分に「前は、秋田の森の中に住んでいたのだから、郵便局が近くにあるということは、

知らない田舎町に住む僕にとってそんなに悪い場所じゃない。」と言い聞かせていました。

とても不安でした。でも、ひまわり団地についた後、中頓別が素晴らしい街だと分かり、

安心しました。

　この夏、中頓別に新しい ALT のジリアン先生がやってきました。もう彼女に会いまし

たか？もしかすると、夏祭りで会ったかもしれないですね。4年前の僕のように、ジリ

アン先生は少し不安を感じていました。でも、中頓別に来ることをとても楽しみにして

いました。ジリアン先生が中頓別や北海道について知りたいのと同じくらい、皆さんも

ジリアン先生について知りたいことがたくさんあると思います。

　もし英語に関心があったり、勉強をしたかったら、僕たちの英会話教室に参加してみ

てください！ 8月 25 日 ( 金 )11:00 から町民センターで、29 日 ( 火 )19:30 から町役場

で行われます！
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今月のおすすめ料理今月のおすすめ料理

名寄市立大学名寄市立大学
栄養学科作成のレシピ集より栄養学科作成のレシピ集より

今月のおすすめ料理

名寄市立大学
栄養学科作成のレシピ集より

① トマトは食べやすい大きさにカットし、にんにくはみじん切りにする。

② 鍋にオリーブオイルとみじん切りにしたにんにくを入れたら火をつける。

③ いい香りがしてきたらトマトを入れ、油がまわるようにさっと炒める。

④ ③に水、調味料を加え、沸騰したら弱火で 3分位煮る。その間に卵をとき、レタスは

　 洗ってちぎっておく。

⑤ ④に溶き卵を入れたら火を止め、ちぎりレタスを入れて再び温めたら完成。

‐作り方‐

　

今
回
は
、
名
寄
市
立
大
学
保

健
福
祉
学
部
栄
養
学
科
３
年
の

学
生
達
が
作
っ
た
レ
シ
ピ
集
の

中
か
ら
「
ト
マ
ト
と
レ
タ
ス
の

卵
ス
ー
プ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

レ
タ
ス
は
最
初
に
入
れ
る
と
変

色
し
て
し
ま
う
の
で
最
後
に
入

れ
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
食

感
も
し
ゃ
き
し
ゃ
き
残
っ
て
お

い
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。
ト
マ

ト
は
皮
の
赤
い
色
素
に
含
ま
れ

る
リ
コ
ピ
ン
に
有
害
な
活
性
酸

素
の
働
き
を
抑
え
る
強
い
抗
酸

化
作
用
が
あ
り
、
ガ
ン
や
動
脈

硬
化
な
ど
の
予
防
効
果
も
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
レ
タ
ス
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

Ｅ
、
カ
ロ
テ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
を
ほ
ど
よ
く
含
み
、
し
ゃ

き
し
ゃ
き
し
た
食
感
が
魅
力
の

野
菜
で
す
。
ト
マ
ト
と
卵
以
外

に
加
え
る
野
菜
は
な
ん
で
も
い

い
よ
う
で
す
。
冷
蔵
庫
の
中
に

あ
る
も
の
で
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
、
さ
っ
そ
く

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

市本栄養士

[ トマトとレタスの卵スープ ] 

材料（２人分）　　　　　

□トマト・・・・1個（１２０ｇ）

□にんにく・・・1/２かけ（５ｇ） 

□レタス・・・・２枚（５０ｇ）　

□オリーブオイル・・小さじ２

□卵・・・・・・・・・・１個

□水・・・・・・・４００ｃｃ

□中華だし・・・・・・・３ｇ

□塩・・・・・・・・・・少々

□酒・・・・・・・・・２０ｇ
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児童書一般書

図書室だより

今月の新着図書 (7 月 20 日現在 )

職場体験（６月２３日）

※ 読みたい本はありませんか。　図書室にあるリクエスト用紙に記入し担当者にお出しください。
 【お願い】図書室から借りたままになっている本はありませんか？
　　　　　休館日に本を返却される方は、玄関横の返却ポストをご利用ください。

13

かがみの孤城
著：辻村 深月　ポプラ社

へいきの平太郎―稲生物怪物語
著：寮 美千子　ロクリン社

　

 

不
登
校
の
少
女
が
鏡
の
向
こ
う
の
世
界

で
出
会
っ
た
の
は
・
・
・

　

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の

人
に
贈
る
物
語
。

　

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
お
侍
、
平
太
郎
の

屋
敷
に
は
、
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け
に

毎
晩
い
ろ
ん
な
妖
怪
が
現
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
本
当
に
あ
っ
た
怪
談
・
・
・

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一般向け図書　

『あなたの思うように生きればいいのよ』　　 桐島 洋子

『私が死んでもレシピは残る 小林カツ代伝』　中原 一歩

『北海道でがんとともに生きる』　　　　　　 大島 寿美子

『ずぼらヨガ―自律神経どこでもリセット』　 崎田 ミナ

『ミステリ国の人々』　　　　　　　　　　　 有栖川 有栖

『デンジャラス』　　　　　　　　　　　　　 桐野 夏生

児童向け図書　

『にんげんごみばこ』　　　　　　　のぶみ

『トイレのてんしちゃん』　　　　　苅田　澄子

『さらじいさん』　　　　　　　　　はせがわ はっち

『そらまめくんのはらっぱあそび』　なかや みわ

『おもしろ妖怪学１００夜』　　　  千葉 幹夫

『いってらっしゃいうんちくん』　　ナカオ　マサトシ

〈小川原さんの感想〉
   とても貴重な体験をさせて頂いて嬉しかったです。
   特に印象に残っているのは、新しい本にスタンプをはったりする所で 
   す。簡単そうに見えて意外と難しく、コツをつかむのに少し時間 がか  
   かりました。
〈塩田さんの感想〉
   本を貸し出しできるまでのお仕事を体験できて、とても楽しかったで  
   す。パソコンでの作業も入力するところがとても多くて、普段からこ
   の作業をずっとするのは大変だと思いました。

今年は小川原莉良さん、塩田綾乃さんの２名が図書室業務を体験しました。
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町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
あ
た
り
深
く
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
、
重
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
交
付
金
が
、
基
礎
数
値
の
報
告
誤
り
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

7
月
27
日
、
北
海
道
新
聞
で
本
町
の
地
方
交
付
税
交
付
金
の
算
定
に
か
か

る
事
務
の
誤
り
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
は
法
人
町
民
税
に
関
す

る
算
定
の
た
め
の
基
礎
数
値
の
報
告
を
誤
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
地
方
交
付
税
交
付
金
の
交
付
額
が
本
来
交
付
さ
れ
る
べ
き
交
付
額
に

比
べ
約
２
億
５
千
７
百
万
円
少
な
く
な
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
度

重
な
る
事
務
の
誤
り
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
と
と
も
に
、

不
安
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
交
付
金
と
し
て
減
額
と
な
る
約
2
億
5
千
7
百
万
円
は
、
錯

誤
分
と
し
て
来
年
度
以
降
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
収
入
そ
の
も
の
が

消
滅
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
年
度
の
交
付
金
と
し
て
は

減
額
の
ま
ま
と
な
る
た
め
、
収
入
の
不
足
に
つ
い
て
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
生
じ
ま
す
。

　

収
入
が
大
幅
に
減
額
と
な
る
今
年
度
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
述
の
と

お
り
一
時
的
な
基
金
取
崩
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
執
行
し
て
い
く
考
え
で
す
。
人
口
減
少
対
策
、
地
方
創
生

な
ど
の
重
点
施
策
は
予
定
ど
お
り
推
進
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
す
べ
て
の
給
付
や
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
基
金
の
取
崩
額
も
で
き
る
限
り
最
小
限
に
抑
え
て
、
影
響
の
最

小
化
を
図
り
ま
す
。
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
に
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
減
額
分
地
方
交
付
税
交
付
金
は
、
全
額
を
基
金
に
積
み
戻
す
予

定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
末
に
は
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
誤
り
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、

再
び
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
複
数
市
町
村
で
共
同
利
用
し
て
い
る
電
算
シ
ス
テ
ム
が
原
因
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
保
税
の
軽
減
判
定
誤
り
１
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
度
重
な
る
事
務
処
理
の
誤
り
は
、
町
行
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
か
ら
の

信
用
を
失
墜
し
か
ね
な
い
重
大
な
事
態
で
あ
る
と
厳
し
く
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
策
を

し
っ
か
り
と
講
じ
る
と
と
も
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
意
識
改
革
を
図
り
、

組
織
体
制
の
強
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
事
務
処
理
の
誤
り
に
つ
い
て
重
ね
て
町
民
の
皆
様

に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
行

政
の
執
行
に
努
め
、
町
の
発
展
の
た
め
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
特
段
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

地
⽅
交
付
税
交
付
⾦
算
定
誤
り
に
よ
る

 

減
額
に
関
す
る
報
告
と
お
詫
び

中
頓
別
町
⻑ 

⼩
林 

⽣
吉



普
通
交
付
税
算
定
に
つ
い
て

　

本
町
の
交
付
税
の
額
は
、
16
億

4
2
4
4
万
4
千
円
で
、
前
年
度

比
3
億
6
0
8
3
万
6
千
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
の
仕
組
み
と
し
ま

し
て
、
基
準
財
政
需
要
額
と
言
っ

て
、
本
町
の
人
口
、
道
路
延
長
、

学
校
、
学
級
、
生
徒
数
、
戸
籍
数

な
ど
、
様
々
な
数
値
を
用
い
、
中

頓
別
町
の
規
模
と
し
て
、
い
く
ら

の
需
要
額
が
必
要
な
の
か
と
い
う

事
を
算
定
し
ま
す
。
こ
の
需
要
額

の
中
に
は
公
債
費
と
言
っ
て
、
起

債
と
し
て
借
り
入
れ
た
借
金
の
返

済
額
に
対
し
て
、
率
按
分
さ
れ
た

金
額
も
算
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
算
出
さ
れ
た
基
準
財

政
需
要
額
に
対
し
て
、
そ
の
年
に

中
頓
別
町
の
収
入
と
し
て
、
納
入

さ
れ
る
見
込
み
金
額
と
し
て
、
市

町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
の
税
金
や
地
方
譲
与

税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
交
付
金
な
ど

を
基
準
財
政
収
入
額
と
し
て
算
出

し
ま
し
て
、
基
準
財
政
需
要
額
か

ら
基
準
財
政
収
入
額
を
差
し
引
い

た
も
の
が
普
通
交
付
税
と
し
て
交

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
誤
り
の
ケ
ー
ス
と
し
て

基
準
財
政
収
入
額
に
算
入
さ
れ
て

い
る
市
町
村
税
の
法
人
税
割
の
数

値
で
中
頓
別
町
に
所
在
す
る
事
務

所(

支
所)

の
標
準
税
額
を
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を
、

当
該
事
務
所
の
本
社
の
額
を
用
い

た
た
め
、
通
常
、
納
付
さ
れ
る
収

入
見
込
み
よ
り
2
億
5
千
7
百
万

円
過
大
と
な
り
、
結
果
と
し
て
普

通
交
付
税
の
金
額
が
減
少
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
記
の
誤
り
の
他
に
地

域
経
済
・
雇
用
対
策
費
が
国
か
ら

指
示
さ
れ
る
算
入
率
の
減
少
に
よ

り
約
5
0
0
0
万
円
の
減
少
、
中

頓
別
町
が
今
年
度
支
払
わ
れ
る
公

国
保
税
軽
減
判
定
の
誤
り
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
28
年
12

月
27
日
付
で
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
け
る
電
算
シ
ス
テ
ム(

国

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
、
全
国
統

一
の
標
準
シ
ス
テ
ム)

」
に
お
い
て
、

設
計
誤
り
が
あ
る
と
の
報
道
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者

に
医
療
制
度
で
は
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
国
保
税
も
同
様

の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
調
査
を
行
い
ま
す
と
、
青
色

申
告
者
の
所
得
算
定
に
お
い
て
、

必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

な
い
「
青
色
事
業
専
従
者
給
与
額
」

を
、
必
要
経
費
と
し
て
算
入
し
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
に
お
き

ま
し
て
、
全
市
町
村
の
影
響
調
査

が
行
わ
れ
た
結
果
、
当
町
に
お
き

ま
し
て
は
該
当
者
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
同
様
の
取
扱
い
を
し
て

い
る
国
保
税
の
賦
課
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
1
件
2
6
6
0
0
円
の
過

小
徴
収
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
対
象
者
に
対

し
戸
別
訪
問
に
よ
り
内
容
の
説
明

と
謝
罪
を
行
い
、
不
足
分
の
保
険

料
に
つ
い
て
の
追
加
納
付
の
お
願

い
を
し
、
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
急

に
委
託
業
者
に
対
し
シ
ス
テ
ム
の

設
計
変
更
の
可
否
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
、
所
管
部
署
に
お
き
ま
し

て
も
業
務
遂
行
の
改
善
を
図
っ
て

行
き
ま
す
。

債
費
の
減
少
に
伴
い
約
5
0
0
0

万
円
の
減
少
、
合
わ
せ
て
約
1
億

円
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
交

付
税
額
が
前
年
度
と
比
較
し
て
約

3
億
6
0
0
0
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
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戸籍だより

　

峠
越
へ
風
に
道
あ
り
大
西
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

山
崎　

静
女

　

夏
の
夜
の
忘
れ
形
見
の
服
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

高
橋　

恵
翠

西
日日日
西

あ
り
大
西
大
り
ああ

大大
西

ああ
り

へ
風
に
道

風
にに
風
へ

道
に
道

へへ
風
へ
風

道

　

峠
越越
峠
越越
峠峠
越

崎

静
女
静静
女

山
崎崎

　

箸
置
き
の
可
愛
い
ク
マ
や
冷
や
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

平
田　

栄
珠

　

身
の
置
き
場
な
き
老
父
や
酷
暑
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
橋　

妙
子

　

街
の
子
が
楽
し
む
田
舎
の
揚
げ
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
林　

海
峯

火火火火火火

の
揚
げ
花
げ

火火

揚

花
げ
揚揚

花花

揚
の
揚
げ

む
田
舎舎
の
舎

む

舎舎
の

むむ
田

子
が
楽
し

が
楽楽
が
子

し
楽
し

子子
が

　

街
の
子

街街
のの
街

峯

林

海
峯

林

海
峯

東
海
林

東東
海海

　

春
樹
の
本
ポ
ト
リ
と
落
と
し
三
尺
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
武
田　

雄
峰

や
冷
や
奴
や
冷

奴奴

や

や

や
冷
や
奴
やや
奴奴

冷

愛
い
ク
マ
や

ク
い

マ
や

い
ク

愛
い
ク
マ
や

ク
い

き
の
可
愛
可
の
き

愛
可
愛

き
の
き
の
可
愛
可
の

愛
可

　

箸
置
き

箸
置
箸箸
置
き

箸箸
置

田

栄
珠
栄
珠珠

平
田
平平
田

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

橋橋

妙妙
子子
妙妙
子子
妙
子
妙
子

高
橋
高
橋
高高高
橋橋橋橋

りりり

や
酷
暑
な
り

酷
や
酷
や
酷
暑
な
り

暑暑
なな

酷

き
老
父
や
父
や

老
き
老
父
や
父
老

や
父

き
老
き

置
き
場
な
場

置置
き
場
な
場
き

な
場
き
置

身
の
置

身
の
置

身身
の
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【夏バテ気味の広報担当 A】

人のうごき
（平成29年7月31日現在）

　　世　帯　　901(＋5)

　　人　口　 1,775(＋7)

　　　男         883(＋3)

　　　女         892(＋4)

　 　　　(　) 内は前月対比

や
ま
な
み
吟
社　
　

七
月
例
会

うぶごえ
字中頓別　三國 

こ な つ

小夏ちゃん

 （伸さんの子 6月 29 日）

字中頓別　湯田 
え い じ

瑛士くん

 （秀伸さんの子 7月 19 日）

　　地域おこし協力隊(産業グループ)

そうや自然学校担当　加藤　志保美

(7月16日付)

中頓別町役場の新しい職員を紹介します

地域おこし協力隊(保健福祉グループ)

地域福祉担当　岡　哲也

(8月1日付)

■最近、気温が上がって中頓別もグッと夏らしくなりました。青い空と白い雲のおかげで、町内に生えた木々の

緑がとても綺麗です。色々なところに遊びに行ったりするにはぴったりな季節になりましたが、みなさん体調が

どうでしょうか。これからまだまだ暑い日が続きますので、熱中症や食中毒に十分注意してお過ごしください。


